
小
田
中
直
樹
著

『一

辮
｢
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
』

終
　
章
　
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
の
ゆ
く
え

　
な
お
、
序
章
の
一
部
と
第
～
章
お
よ
び
第
二
章
は
、
既
発
表
論
文
を
加
筆

改
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
書
下
し
と
な
る
。
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口
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一
七
八
九
年
に
革
命
を
経
験
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
後
、
政
体
に
つ
い

て
は
変
動
の
一
九
世
紀
を
迎
え
る
。
こ
の
時
代
の
社
会
と
政
治
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
。
本
書
で
は
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
新
た
な
一
九
世
紀
フ
ラ
ン

ス
社
会
政
治
四
境
の
提
示
が
試
み
ら
れ
る
。
著
者
は
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
社
会

経
済
史
を
専
門
と
し
、
多
く
の
貴
重
な
研
究
成
果
を
世
に
問
う
て
き
た
が
、

加
え
て
、
歴
史
学
全
体
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
著
者
が
一
九
九
五
年
に
刊

行
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
近
代
社
会
　
一
八
一
四
－
一
八
五
二
』
（
木
鐸
社
、
一

九
九
五
年
、
以
下
前
著
）
の
「
事
実
上
の
姉
妹
篇
に
し
て
続
篇
」
で
あ
る
。

前
著
の
基
本
的
な
問
題
関
心
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
に
近
代
フ
ラ
ン
ス
の

社
会
と
政
治
を
分
析
す
る
た
め
の
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第第第五序
四三ニー
章章章章章

も
う
ひ
と
つ
の
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
へ

七
月
王
制
期
に
お
け
る
制
限
選
挙
制
度
の
論
理

第
二
共
和
制
期
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
の
論
理

官
選
候
補
制
度
再
考

第
二
帝
制
期
農
村
部
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
展
開

　
序
牽
「
も
う
ひ
と
つ
の
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
へ
」
で
は
、
先

行
研
究
が
整
理
さ
れ
、
本
書
の
課
題
と
方
法
が
提
示
さ
れ
る
。
先
行
研
究
の

整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
に
一
九
八
○
年
代

か
ら
現
れ
始
め
た
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
諸
側
面
に
お
け
る
主
要
な
ア
ク

タ
ー
と
し
て
の
農
村
部
民
衆
に
着
目
す
る
「
新
し
い
流
れ
」
に
本
書
を
位
置

づ
け
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
た
め
の
論
点
と
し

て
、
「
農
村
部
民
衆
の
政
治
化
」
（
「
政
治
化
」
論
）
と
「
名
望
家
に
よ
る
支

配
」
（
「
名
望
家
」
論
）
の
二
つ
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
意

義
は
認
め
つ
つ
も
、
「
政
治
化
」
論
に
関
し
て
は
、
「
農
村
部
民
衆
」
と
い
う

概
念
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
る
長
所
と
短
所
、
お
よ
び
ロ
ー

カ
ル
な
政
治
を
「
政
治
」
と
し
て
認
め
る
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
を
含
む

「
政
治
」
の
定
義
に
関
す
る
立
場
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
、

「
名
望
家
」
論
に
関
し
て
は
、
「
影
響
力
を
行
使
し
う
る
存
在
」
と
い
う

「
名
望
家
」
の
定
義
が
、
分
析
概
念
と
し
て
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
そ
の
社
会

職
業
的
な
属
性
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
の
基
本
的
な
諸
問
題

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
批
判
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
点
に
対
し
、
本
書
で
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
と
政

治
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
中
央
政
府
と
名
望
家
の
問
に
「
対
立
扁
の
み

な
ら
ず
、
中
央
政
府
に
よ
る
名
望
家
の
官
職
へ
の
登
用
に
示
さ
れ
る
よ
う
な

「
取
込
み
扁
の
関
係
を
も
見
出
す
既
存
の
研
究
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
視
座



評書

を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
社
会
お
よ
び
政
治
を
、
行
政
な
ど
「
政

治
的
な
る
も
の
」
を
も
射
程
に
入
れ
た
「
政
治
空
間
」
で
展
開
さ
れ
る
、
行

政
当
局
、
政
治
家
お
よ
び
民
衆
に
よ
る
三
者
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
。
さ
ら

に
、
分
析
概
念
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
概
念
（
「
公
共
圏
と
し
て
の
市
民
社
会

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
相
互
作

用
を
く
り
ひ
ろ
げ
な
が
ら
、
民
主
的
に
社
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ょ
う
と

す
る
統
治
の
あ
り
方
眼
（
本
書
二
五
買
）
）
を
導
入
し
、
行
政
当
局
、
政
治
家
、

民
衆
に
よ
る
三
者
ゲ
ー
ム
を
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
モ
デ
ル
に
も
と

つ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ゲ
ー
ム
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
正
統
性
」
と
い
う
観
点
を
採
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
か
ら
新
た

な
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
を
描
出
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
最
終
的

な
課
題
と
な
る
。

　
第
…
章
「
七
月
王
制
期
に
お
け
る
制
限
選
挙
制
度
の
論
理
」
で
は
、
参
政

要
件
お
よ
び
そ
の
正
統
性
、
支
配
階
層
の
秩
序
イ
メ
ー
ジ
、
制
限
選
挙
制
度

と
公
土
ハ
圏
の
関
係
、
の
三
点
を
具
体
的
な
課
題
と
し
て
設
定
し
た
・
？
凡
で
、

七
月
革
命
後
の
一
八
三
一
年
下
院
議
員
選
挙
法
お
よ
び
一
八
三
二
年
市
村
組

織
法
の
制
定
プ
ロ
セ
ス
が
、
国
会
議
事
録
を
主
史
料
と
し
て
検
討
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
支
配
階
層
に
よ
る
あ
る
べ
き
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
章
の
目
的
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
法
の
制
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
勢
力
が
存

在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
知
の
所
有
を
重
視
す
る
運
動
党
（
オ
ル
レ
ア
ン
派
の

う
ち
革
命
の
徹
底
を
め
ざ
す
も
の
）
、
富
の
所
有
を
重
視
す
る
抵
抗
党
（
オ

ル
レ
ア
ン
派
の
う
ち
革
命
運
動
の
進
展
を
阻
止
す
る
も
の
）
、
普
通
選
挙
制

度
を
支
持
す
る
正
統
王
朝
派
や
共
和
派
、
の
三
勢
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
正
統
性
と
し
て
知
を
主
張
す
る
運
動
党
は
、
あ
る
べ
き
政
治
秩
序
を
、

知
識
人
に
よ
る
公
益
の
た
め
の
政
治
（
エ
リ
ー
ト
政
治
）
と
し
て
、
社
会
秩

序
を
、
知
の
所
有
量
に
も
と
つ
く
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
公
共
圏
は
知
識
人
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
、
選
挙
の
公

共
性
が
強
く
な
る
。
正
統
性
と
し
て
富
を
主
張
す
る
抵
抗
党
は
、
政
治
お
よ

び
社
会
秩
序
を
、
富
裕
層
に
よ
る
自
ら
の
利
害
の
た
め
の
政
治
（
階
級
政

治
）
と
富
の
所
有
量
に
も
と
つ
く
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ

の
場
合
、
公
共
圏
は
階
級
政
治
を
主
張
す
る
社
会
階
層
に
よ
っ
て
占
膚
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
普
通
選
挙
制
度
を
支
持
す
る
正
統
王
朝
派
や
共
和
派
は
、

す
べ
て
の
社
会
階
層
が
自
ら
の
利
害
を
実
現
す
る
た
め
に
政
治
に
参
加
（
利

益
政
治
）
し
、
多
様
な
社
会
経
済
的
条
件
を
も
つ
社
会
階
層
が
併
存
す
る
政

治
お
よ
び
社
会
秩
序
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
そ
の
場
合
、
公
共
圏
を
支
配
階
層

が
占
有
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
選
挙
は
公
共
性
を
強
く
帯
び
る
こ
と
に

な
る
。
制
限
選
挙
制
度
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
、
政
治
秩
序
の
イ
メ
ー

ジ
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
「
第
二
共
和
制
期
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
の
論
理
」
で
は
、
第

一
章
を
受
け
て
、
普
通
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
た
第
二
共
和
制
に
お
け
る
支

配
階
層
に
よ
る
選
挙
権
剥
奪
の
試
み
と
し
て
、
　
八
五
〇
年
の
選
挙
制
度
改

正
が
注
囲
さ
れ
る
。
｝
八
五
〇
年
の
国
会
補
欠
選
挙
で
の
共
和
派
の
勝
利
に

危
機
感
を
抱
い
た
秩
序
党
（
正
統
王
朝
派
と
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
同
盟
）
は
、

居
住
要
件
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
和
派
の
支
持
者
か
ら
選
挙
権
を
剥

奪
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
が
こ
の
選
挙
制
度
改
正
で
あ
っ
た
。
国
会

議
事
録
を
主
史
料
、
内
務
省
文
書
や
司
法
省
文
書
を
副
史
料
と
し
て
、
そ
の

制
定
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
支
配
階
層
の
あ
る
べ
き
社
会
秩
序
、

社
会
、
政
治
の
イ
メ
ー
ジ
に
接
近
を
試
み
る
こ
と
が
、
本
章
の
課
題
と
な
る
。

　
こ
の
選
挙
制
度
改
正
の
背
景
に
は
、
秩
序
党
に
よ
る
「
さ
ま
よ
う
民
衆
」
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へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
秩
序
党
の
内
部
に
は
、
あ
る
べ
き
社
会

像
に
つ
い
て
差
異
が
存
在
し
た
。
正
統
王
朝
派
は
、
富
よ
り
も
パ
ト
ロ
ン
・

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
（
垂
直
的
影
響
力
行
使
）
を
重
視
す
る
た
め
に
、
貧
し

さ
よ
り
も
浮
動
性
を
問
題
と
す
る
が
、
他
方
で
オ
ル
レ
ア
ン
派
は
、
パ
ト
ロ

ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
よ
り
も
プ
ル
ー
ト
ク
ラ
シ
ー
（
富
者
に
よ
る
支

配
）
を
志
向
す
る
た
め
、
浮
動
性
よ
り
も
貧
困
を
問
題
塾
し
た
の
で
あ
る
。

　
選
挙
権
を
生
来
の
権
利
と
し
て
理
解
す
る
選
挙
権
利
説
を
理
論
的
基
礎
と

す
る
共
和
派
の
選
挙
制
度
論
に
対
し
て
、
秩
序
党
に
代
表
さ
れ
る
名
望
家
の

選
挙
観
は
、
選
挙
を
義
務
と
し
て
捉
え
る
選
挙
公
務
説
で
あ
り
、
そ
れ
は
普

通
選
挙
書
斎
導
入
に
よ
っ
て
強
化
す
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
普

通
選
挙
制
度
を
維
持
し
つ
つ
、
選
挙
権
の
制
限
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
選
挙
法
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
と
、
史
料
的
バ
イ
ア
ス
は
あ
る
も

の
の
、
民
衆
は
投
票
を
一
種
の
義
務
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

が
名
望
家
の
選
挙
論
で
あ
る
選
挙
公
務
説
と
共
鳴
し
、
選
挙
権
の
剥
奪
を
理

論
的
に
正
当
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
官
選
候
補
制
度
再
考
扁
で
は
、
「
塗
家
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
、

有
権
者
に
対
し
て
特
定
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
」
（
九
六
頁
）
制
度
で
あ
る

官
選
候
補
制
度
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
「
国
家
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
あ

る
県
知
事
や
郡
長
が
そ
れ
ぞ
れ
中
央
政
府
や
県
知
事
に
送
付
し
た
、
官
選
候

補
と
し
て
適
格
と
考
え
た
人
物
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
史
料
に
、
そ
こ
で
言

及
さ
れ
る
社
会
職
業
的
属
性
（
地
主
や
商
工
業
者
な
ど
）
に
着
図
し
て
、
中

央
政
府
や
地
方
行
政
当
局
、
等
長
（
民
衆
）
が
い
か
な
る
社
会
職
業
的
属
性

を
選
好
し
て
い
た
か
、
そ
の
奇
声
候
補
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
政
府
に
よ
る
あ
る
べ
き
政
治
的
支
配
階
層
の
イ
メ
ー
ジ

に
接
近
す
る
こ
と
が
本
章
の
目
的
と
な
る
。
そ
の
際
、
｝
八
五
二
年
立
法
院

議
員
選
挙
を
対
象
に
、
三
者
の
抱
く
宮
選
候
補
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
実
態
を
突

き
合
わ
せ
、
そ
の
差
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
と
い
う
手
法
を
と
る
。
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
史
料
的
制
約
か
ら
、
県
知
事
報
告
の
分
析
に
関
し
て
は
フ
ラ

ン
ス
本
土
八
七
県
中
七
一
県
に
、
脚
長
報
告
の
分
析
に
関
し
て
は
広
域
西
部

地
域
に
地
理
的
対
象
を
限
定
し
て
い
る
。

　
検
討
の
結
果
、
宮
選
候
補
適
格
者
の
四
つ
の
社
会
職
業
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
地
主
、
商
工
業
者
、
公
務
員
、
自
由
専
門
職
に
つ
い
て
、
ス
テ
イ
タ
ス

の
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
商
工
業
者
と

自
由
専
門
職
を
重
視
す
る
中
央
政
府
、
公
務
員
、
地
主
お
よ
び
商
工
業
者
を

重
視
す
る
県
知
事
、
商
工
業
者
を
高
く
評
価
し
、
地
主
に
対
す
る
評
価
は
低

下
し
つ
つ
あ
っ
た
素
雪
（
民
衆
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
で
の

格
差
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
政
治
的
支
配
階
層
の
「
実
態
」
と
し
て
は
、
依

然
と
し
て
農
業
的
性
格
を
色
濃
く
も
っ
て
い
た
も
の
の
、
「
イ
メ
ー
ジ
」
の

次
元
で
は
、
　
八
五
二
年
と
い
う
帝
制
の
早
い
時
期
に
、
政
治
支
配
階
層
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
で
に
動
揺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
第
二
帝
制
期
農
村
部
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
展

開
」
で
は
、
市
村
の
次
元
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
正
統
性
の

特
徴
、
変
化
お
よ
び
相
互
関
係
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
名
望
家
」

論
、
民
衆
の
政
治
化
の
画
期
、
第
二
帝
制
の
性
格
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
整

理
し
た
の
ち
に
、
史
料
上
の
限
界
か
ら
、
社
会
構
造
を
異
に
す
る
イ
ル
勧
工

1
ー
ヴ
イ
レ
ヌ
、
コ
ー
ト
H
ド
ー
ル
、
エ
ロ
ー
の
三
囲
に
対
象
を
絞
っ
て
、

ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
市
村
会
議
員
と
市
村
長
の

関
係
が
検
討
さ
れ
る
。
市
村
長
や
郡
長
に
よ
る
県
知
事
へ
の
各
種
の
報
告
書

を
も
と
に
考
察
し
た
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
イ
ル
ロ
エ
ー
ー
ヴ
イ
レ
ヌ
県
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
漏
と
い
う
属
性
を
共
有
し
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評
多1髪

田

た
う
え
で
、
市
村
長
や
市
村
会
議
員
は
、
民
衆
に
対
し
て
優
越
的
立
場
に
あ

る
と
同
時
に
、
民
衆
か
ら
の
信
頼
に
よ
る
双
方
向
的
な
状
況
に
も
と
づ
い
て

影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
。
こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
属
性
の
共

有
と
地
位
の
優
越
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
、
「
地
位
」
に
も
と
つ
く
ロ
ー

カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
コ
ー
ト
ー
ー
ド
ー
ル
県
に
お
い
て
は
、
市
村
会
議
員
が
市
村
長
と
対
立
し
た

場
合
に
、
集
団
的
な
辞
意
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
多
く
の
帯

村
に
お
い
て
彼
ら
が
有
権
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
市
村
会
議
員
お
よ
び
民
衆
と
各
種
行
政
当
局
が
対
立
し

て
お
り
、
「
代
表
性
」
に
も
と
つ
く
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
広
く
受
容

さ
れ
て
い
た
。

　
エ
ロ
ー
県
で
は
、
市
村
会
議
員
と
特
に
民
衆
を
含
む
住
民
が
、
市
村
長
を

批
判
す
る
際
に
、
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
上
級
行
政
当
局
に
対
し
て
抗
議

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
抗
議
行
動
を
選
好
す
る
背
景
と
し
て
は
、

「
代
表
性
」
に
も
と
つ
く
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
不
信
と
、
任

命
制
が
も
た
ら
し
う
る
「
秩
序
」
に
対
す
る
選
好
が
あ
っ
た
。
任
命
制
は

「
能
力
を
よ
く
判
断
で
き
る
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
た
め
、
こ
こ
で

は
「
能
力
」
に
も
と
つ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
受
容
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

第
二
帝
制
期
に
は
、
「
地
位
」
「
代
表
性
」
「
能
力
」
と
い
う
近
代
社
会
を
特

徴
づ
け
る
秩
序
原
理
に
も
と
つ
く
三
つ
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
存
在

し
た
の
で
あ
る
。

　
終
章
コ
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
政
治
史
の
ゆ
く
え
」
で
は
、
本
書
の
結

論
と
今
後
の
展
望
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
本
書
の
知
見
と
し
て
、
以
下
の
二

点
が
主
張
さ
れ
る
。
一
点
目
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
、
各
資
質
に

対
応
す
る
諸
社
会
集
団
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
均
質

で
単
一
の
社
会
集
団
で
あ
る
名
望
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
る

べ
き
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二
字
目
は
、
民
衆
が
普
通
選
挙
制
度
導
入
後

に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
強
い
影
響
を
与
え
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
は
十
分
に
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
第
三
共

和
制
期
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
体
現
者
と
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
が
志
向
す
る
社

会
構
造
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
第
三
共
和

制
確
立
期
の
名
望
家
の
影
響
力
の
衰
退
や
、
第
三
共
和
制
期
の
民
衆
運
動
の

動
揺
や
変
容
を
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
ま
で
視
野
に
入
れ
た
知
見
を
提
示
し

つ
つ
、
本
書
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
内
容
と
な
る
。
一
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

秩
序
原
理
が
、
生
ま
れ
や
血
統
と
い
っ
た
「
先
天
性
原
理
」
か
ら
、
富
や
知

と
い
っ
た
「
後
天
性
原
理
」
へ
移
行
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
前
著
に
対
し
、

本
書
で
は
、
「
後
天
性
原
理
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
種
が
取
り
結
ぶ
関
係
に
注

目
す
る
こ
と
で
、
前
著
の
問
題
関
心
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
ガ
バ
ナ
ン
ス

概
念
の
援
用
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
、
新
た
な
歴
史
像
の
析
出
が
闘
指
さ
れ
て

い
る
。
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
に
お
い
て
重
要
な
議
論
で
あ
る
「
政
治
化
」
論
と

「
名
望
家
」
論
の
意
義
と
問
題
点
を
認
識
し
、
そ
れ
ら
の
限
界
を
超
克
す
る

た
め
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
概
念
を
援
用
し
、
新
し
い
分
析
視
角
を
示
し
た
こ
と

の
研
究
史
上
の
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
書
が
対
象
と
し
て
い
る
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
に
お
け
る
選
挙
や
地

方
議
会
議
員
に
関
す
る
研
究
は
、
と
り
わ
け
日
本
の
歴
史
学
で
は
看
過
さ
れ

て
き
た
。
選
挙
研
究
に
関
し
て
は
、
邦
語
に
限
る
と
、
法
制
度
に
着
目
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
第
三
章
で
扱
わ
れ
た
官
選
候
補
制
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に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
研
究
は
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
い
。

地
方
議
会
議
員
研
究
に
関
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
国
会
議
員
の
研
究
に
対
し
て
、
研
究
蓄
積
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
を
受
け
て
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
用
い

た
地
方
議
会
議
員
研
究
も
あ
る
が
、
も
と
よ
り
多
く
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
本
書

で
雷
う
と
こ
ろ
の
市
村
）
を
抱
え
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
地
方
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

数
も
多
い
た
め
、
相
対
的
に
研
究
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
を
鑑

み
て
も
、
本
書
は
貴
重
な
研
究
成
果
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
方
の
行
政

や
議
会
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
地
方
の
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大

な
史
料
も
広
く
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
の
よ
う
な
本
書
の
意
義
を
認
め
た
う
え
で
、
な
お
批
判
す
べ
き
点
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
諸
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
本
書
に
お
け
る
民
衆
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
、

農
村
部
民
衆
が
主
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。
し

か
し
、
第
二
帝
鋼
期
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
第

四
章
で
は
、
分
析
の
主
眼
が
市
村
会
議
員
と
市
村
長
の
関
係
に
置
か
れ
て
い

る
た
め
に
、
民
衆
と
い
う
「
ア
ク
タ
ー
」
は
後
景
に
退
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
地
方
の
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
行
政
史
料
を
も
と
に
分

析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
市
村
長
お
よ
び
市
村
会
議
員
が
志
向

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
モ
デ
ル
に
お
け
る
「
要
素
」
と
し
て
の
民
衆
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
で
き
て
も
、
「
三
者
ゲ
ー
ム
」
に
お
け
る
主
要
な
「
ア
ク
タ
ー
」

と
し
て
の
民
衆
に
つ
い
て
は
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
「
政
治
化
」
論
と
の
関
係
で
も
重
要
と
な
る
。
本
書
で
は
、

「
政
治
化
」
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
民
衆
の
政
治
行
動
の

分
析
で
は
な
く
、
「
い
か
な
る
形
態
の
政
治
参
加
を
選
択
し
て
い
る
か
」
と

問
う
こ
と
で
、
名
望
家
に
対
す
る
従
属
を
も
民
衆
に
よ
る
合
理
的
な
選
択
と

み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
ア
ク
タ
ー
」
と
し
て
の
民
衆
が
後
景
に
退
い

て
い
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
民
衆
の
従
属
的
な
面
を
強
調
し
て
い
る
印
象
を

与
え
る
。
市
村
会
議
員
と
市
村
長
と
い
う
分
析
の
軸
か
ら
離
れ
て
、
行
政
側

の
史
料
だ
け
で
な
く
、
他
の
史
料
を
も
動
員
し
て
、
民
衆
に
焦
点
を
あ
て
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
政
治
的
、
非
政
治
的
な
も
の
を
問
わ
ず
、

日
常
的
な
結
社
活
動
や
、
民
衆
に
と
っ
て
直
接
的
な
政
治
の
場
と
な
る
選
挙

活
動
を
対
象
と
し
て
、
結
社
関
係
の
史
料
や
選
挙
に
お
け
る
後
援
会
の
記
録

な
ど
の
史
料
を
も
と
に
、
民
衆
と
名
望
家
の
関
係
を
問
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
が
志
向
す
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
モ
デ
ル
が
明
ら
か
に
な
り
、
「
三
者
ゲ
ー
ム
」
と
し
て
の
近
代
フ
ラ
ン

ス
の
社
会
や
政
治
を
、
よ
り
多
角
的
に
分
析
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
民
衆
の
位
置
づ
け
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
第
三
章
で
、
郡
長
の
官

選
候
補
適
格
者
イ
メ
ー
ジ
を
民
衆
の
も
の
と
同
　
視
し
て
い
る
こ
と
も
気
に

か
か
る
。
史
料
の
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
、
民
衆
の
重
要
性
を
主
張
す
る
本

書
に
お
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
本
書
で
は
｝
つ
の
歴
史
像
を
提
示
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る

が
、
他
方
で
、
各
章
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

各
章
の
間
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
次
元
（
第
～
章
、
第
二
章
）
と
ロ
ー
カ
ル

な
次
元
（
第
四
章
・
）
と
い
う
違
い
や
、
七
月
王
湖
（
第
一
章
）
、
第
二
共
和

制
（
第
二
章
）
、
第
二
帝
制
（
第
四
章
）
と
い
う
よ
う
な
時
期
の
違
い
が
あ

る
。
ま
た
、
政
治
、
社
会
秩
序
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
と
い
う
共
通
の
問
題
関

心
が
背
景
に
あ
る
と
し
て
も
、
議
事
録
を
中
心
と
し
た
国
会
の
審
議
の
検
討
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評轡

（
第
一
章
、
第
二
章
）
と
、
文
書
史
料
を
中
心
と
し
た
比
較
的
実
態
に
近
い

ア
ク
タ
ー
の
行
動
を
通
じ
た
検
討
（
第
四
章
）
と
い
う
よ
う
に
、
用
い
る
手

法
に
つ
い
て
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
月
王
制
期
か
ら
第
二

帝
制
期
ま
で
の
社
会
や
政
治
を
全
体
と
し
て
理
解
し
に
く
い
。
例
え
ば
、
七

月
王
制
期
か
ら
第
二
帝
制
期
ま
で
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
、
第
二
帝
制
期
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
次
元
と
ロ
ー
カ
ル
な
次
元
で
の
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
の
差
異
や
関
係

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。

こ
れ
ら
の
論
点
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
普
通
選
挙
制
度
、

ひ
い
て
は
民
衆
が
政
治
的
ア
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
の
政
治
や
社
会
に
対
す
る

影
響
や
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
と
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
理
解

す
る
た
め
に
も
考
察
を
加
え
て
欲
し
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
全
体
に
関
連
す
る
論
の
展
開
に
加
え
、
第
四
章
に
お
い
て
も
、

議
論
の
進
め
方
に
や
や
疑
問
を
抱
く
箇
所
が
あ
っ
た
。
第
四
章
で
は
、
史
料

の
制
約
か
ら
対
象
を
三
筆
に
絞
り
、
そ
こ
か
ら
三
種
類
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
析
出
し
て
い
る
。
対
象
を
絞
る
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い
が
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
、
第
二
帝
制
下
の
当
該
時
期
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
三
種
類
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
性
急
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
章
の
議
論

に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
三
軍
の
社
会
構
造
が
、
フ
ラ

ン
ス
全
体
の
社
会
構
造
の
類
型
す
べ
て
を
代
表
し
な
い
以
上
、
理
論
的
に
は
、

こ
れ
ら
以
外
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
存
在
を
否
定
し
き
れ
な
い
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
同
車
の
エ
ロ
ー
県
の
分
析
で
は
、
史
料
上
の
問
題
か
ら
、

コ
ー
ト
”
ド
ー
ル
県
の
史
料
を
参
照
し
て
、
「
能
力
」
に
も
と
つ
く
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
モ
デ
ル
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
著
者
も
や
む
を
え
な
い
と
断
っ

て
い
る
も
の
の
、
社
会
構
造
が
異
な
り
、
異
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
受
容
さ
れ

て
い
た
他
県
の
史
料
を
援
用
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
問
題
な
し
と
は
で
き
な

い
。　

最
後
に
、
前
述
の
よ
う
に
一
貫
し
た
歴
史
と
し
て
の
理
解
が
困
難
で
あ
る

こ
と
は
、
別
の
問
題
を
と
も
な
う
。
す
な
わ
ち
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
が

な
ぜ
変
化
し
た
の
か
、
そ
の
要
因
に
関
す
る
考
察
が
欠
如
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
制
限
選
挙
制
度
下
の
七
月
王
制
期
や
普
通
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
た

第
二
共
和
制
期
か
ら
、
第
四
章
が
対
象
と
し
て
い
る
第
二
帝
制
期
に
い
た
っ

て
、
各
章
の
結
論
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
帝
制
期
に
お
い
て
も
、
本
書

が
対
象
と
し
た
三
県
で
見
ら
れ
た
「
地
位
」
、
「
代
表
性
」
、
「
能
力
」
に
も
と

つ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
、
徐
々
に
「
代
表
性
」
に
も
と
つ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
と

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
何
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
、
あ
る
い
は
こ

れ
ら
の
複
合
的
な
要
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
各
章
が
有
機
的
に
連
関
し
て

い
な
い
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル
な
次
元
に
お
け
る
、
政

治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
文
脈
と
の
関
係
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
の

変
化
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
た
。

数
多
く
の
政
体
を
経
験
し
た
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
政
治
史
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
論
点
を
挙
げ
て
き
た
。
本
書
は
、
各
地
の
文
書
館
に
眠

る
諸
史
料
を
蒐
集
し
、
そ
の
分
析
の
た
め
に
新
た
な
枠
組
み
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
歴
史
像
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
労
作
で
あ
る
と
い
え

る
。
著
者
の
そ
の
労
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
本
書
に
よ
っ
て
、
近
代
フ
ラ
ン

ス
の
政
治
お
よ
び
社
会
に
関
す
る
研
究
が
い
っ
そ
う
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
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し
た
い
。

①
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